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NY マーケットレポート（2017 年 10 月 10 日） 

 

NY市場では、米国の主要な経済指標の発表がなく、新規材料に乏しい中、序盤のドル円・クロス円は小動きの展開となった。その後、ス

ペイン・カタルーニャ自治州首相の住民投票に関する議会での演説を控えて、独立に関する警戒感が意識され、リスク回避の動きから安

全な通貨とされる円を買う動きが強まった。そして、カタルーニャ自治州政府のプチデモン首相が、投票結果の発効を数週間停止し、対

話の期間を設けることを提案したことから、独立を巡る混乱への警戒感が和らぎ、ドル円・クロス円は堅調な動きとなった。特に、ユーロ

は主要通貨に対して上昇となった。 

 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

22：00 

IMF2017 年世界経済見通し 

 

・「2017 年米 GDP 成長率 2.2％と予測（7月時点は 2.1％予測）」 

・「2017 年ユーロ圏 GDP 成長率 2.1％予測（7月時点は 1.9％予測）」 

・「2017 年日本 GDP 成長率 1.5％（7月時点 1.3％）」 

・「2017 年中国 GDP 成長率 6.8％と予測（7月時点は 6.7％予測）」 

 

 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

10 月の米 IBD／TIPP 景気楽観度指数 50.3（前回 53.4） 

 

 

指標結果データ 

≪IBD/TIPP 景気楽観指数≫ 

          10 月・・9月・・8月・・7月・・6月 

景気楽観指数・・・・50.3・・53.4・・52.5・・50.2・・51.3 

半年先の景気先行・・48.7・・51.1・・49.5・・48.4・・51.2 

資金繰り見通し・・・59.5・・62.0・・60.2・・60.0・・57.2 

政府の政策信頼度・・42.8・・47.1・・47.3・・42.2・・45.4 

 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、まちまちの結果となった。英 FT100 指数は、住宅建設や銀行株が買われ、全体を押し上げた。一方、独 DAX 指数は、

スペイン北東部カタルーニャ自治州の独立問題を巡る懸念が再燃したことが影響し、小幅安となった。 

 

 

出所：Bloomberg 
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0：55 

≪ 要人発言 ≫ 

トランプ米大統領 

 

・「コーカー議員との対立について、税制改革を損なうとは思わない」 

・「税制改革案、もっと強力にするために調整する」 

・「ティラーソン国務長官を信頼している」 

 

 

 

2：45 

≪ 要人発言 ≫ 

カタルーニャ州のプチデモン首相～カタルーニャ州議会での演説 

 

・「カタルーニャは独立の権利を勝ち取った」 

・「カタルーニャ人は独立した国家を望む」 

・「カタルーニャ住民投票結果の数週間停止を提案」 

・「住民投票結果の一時停止中の対話を呼び掛ける」 

・「スペインとの協議は、EU が関与すべきだ」 

 

 

 

≪ NY 原油市場 ≫ 

NY 原油は、中心限月が前日比 1.34 ドル高の 1バレル＝50.92 ドルで取引を終了した。 

 

NY 原油は、サウジアラビアが 11 月の原油輸出量を減らすとの報道を受けて、買いが先行した。また、主要産油国による協調減産が継

続し、世界的な需給バランスが改善するとの期待が強まったことも押し上げ要因となった。 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、米主要企業の 7-9 月期決算の発表を控え、高収益への期待感が高まったことを受けて、主要株価は堅調な動きとな

った。その後は上げ幅を縮小する動きとなり、ナスダックは一時マイナス圏まで下落する場面もあった。 

ダウ平均株価は、序盤から堅調な動きとなり、一時取引時間中の過去最高値を更新した。その後は上値の重い動きが続いた。 

 

 
出所：Bloomberg 

 

 

≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、米国の主要な経済指標の発表がないことから、新規材料に乏しく、ドル円・クロス円は序盤から小動きの展開となっ

た。しかし、カタルーニャ自治州の独立を巡る混乱への警戒感から、リスク回避の動きが強まり、ドル円・クロス円は一時下落した。

ただ、その後は、値を戻す動きとなった。 

 

 

出所：Bloomberg 

 



 
                                           

5 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


